

























ここでは， 質量共に全米の代表格である NYでの研修概要を述べ， 作品鑑賞を通して現代
美術のイ ズムを垣間見たい。
I 研修地及び美術館
・ニューヨーク（ New York) 
①NY近代美術館（ Museum of Mord巴rnArt = MONA ) 
①メトロポリタン美術館（ Metroporitan Museum ) 
・アメリカ自然史博物館（ American Museum of Natural History ) 
①グッゲンハイム美術館（ Guggenheim Museum ) 
・ホイットニ一美術館（ Whitney Museum) 
①ソーホ一地区ギャラリー（ South of Houston - Galery ) 
圃ワシントン（Washington, D. C.) 
（＠印報告箇所）
①ハッシュホーン美術館／彫刻庭園（ Hirshhorn Museum and Sculpture Garden ) 
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・コーコランギャラリー（ The Cocoran Gallery of Art ) 
①ナショナルギャラリー（ National Galery of Art ) 
－航空宇宙博物館（ National Air and Space Museum) 
・ボストン（ Boston)
・ボストン美術館（ Mus巴umof Fine Art Boston ) 
．フォグ美術館（ Fogg Art Museum) 
・シカゴ（ Chicago)
①シカゴ現代美術館（ Museum of Contemporaty Art ) 
①シカゴ美術館（ The Art Institute of Chicago ) 
・ロサンゼルス（ Los Angeles ) 
①ロサンゼルス現代美術館（ The Museum of Contemporary Art= MOCA) 
．ロサンゼルス・カウンティ美術館（ Los Angeles County Museum of Art ) 
①テンポラリー ・コンテンポラ リ （ー The Temporary Contemporary ) 
・サンフランシスコ（ San Fransisco ) 

























初は印象派の部屋で，C・ モネ (1840～1926）の 『睡蓮jが，薄暗い落着いた照明の中で，



















がかみ合っている点で納得がいった。逆にプリントで見慣れていた G ・デ ・キリコ （1888～




のが残念であった。その他， 冷たいエロティシズムを漂わせている P ・デルヴォー （1897-), 





































④ミニアル・アート （Minimal Art ）今日の美術傾向のひとつ。 最低限単純なパタ ンを無表情に
反復するといったように，空間を固定化する数少い因子に構成要素を還元するのが特徴。その結
果，空間は，光と緑の構造の単純な比例関係として，典型的に視覚化される。
























ペインティングの第 1入者と目されるW・ デ －
クー ニング (1904～）の作品も見る事が出来た。22
写真3 デ・クーニング 『女IJ (MOMA) 
⑥アクション・ペインテインク （Action painting ）アメリカの批評家ハロルド ・ローゼンパーグに
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⑦抽象表現主義 （Abstract Expressionism ）一般には， ポロック，デ・クーニング，ロスコら1950













射する柱はD ・スミス（1906～1965），横たわる流動形の人体はH ・ム アー (1898～1986),
石彫は C ・ブランクーシー (1876-1957)，見慣れたタッチの人体はA ・ロダン（1840～1917)
とA ・マイ ヨール（1861～1944），そして，オベリスクがピラミッドの頂点で交っている黒い




















































楽器が登場する V ・ティッツアーノ（1477-1576），光の画家R・ レンプラン卜（1606-1669)
など，有名な作品が展示されている。さらに，スペインの『卜レ ド風景Jを描いた E・グレ
コ（1541～1613), V ・ベラスケス (1599-1660),F ・ゴヤ（1746-1828）の『バルコニー
のマハたちjなど，枚挙に暇がない程の数である。各々に独得の画風があり，画集を見るよう
な感じで鑑賞した。
ここで特筆したい事の Iつに，リーダーズ ・ダイジェスト社の基金をもとに， 20世紀美術展
ワインク
示棟がオープンされたばかりであった事を挙げ、たい。千人を収容出来るという大レストランよ







































どの平面の聞に立体が点在している。 イサム・ ノグチ (1904－） の木彫，ブランクシーなどの
落ち着いた色調の中で，ピカソのガラスのケンタウロスは，その青い透明感としっかりした造
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写真13 韓国作家個展より 写真14 リキテンシュタイ ンの最新作
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U ま と め
















2）卜ー マス （野村太郎訳）: 20世紀の美術，美術出版社，1977( Thomas, K., Stilgeschichteder 
bildenden Kunst in 20. Jahrhundert, M. DuMont Schauberg Koln, 1971) 
3 ）スタンゴス （宝木範義訳） : 20世紀の美術， PARCO出版局，1987( Stangos, N., Concepts of 
Modern Art, Thames and Hudson London, 1974) 
4 ）高階秀爾・中原佑介 ．現代の美術 art now一，第1巻，講談社，1971
5）東野芳明 ：現代の美術－art now ，第4巻，講談社，1971
6）アート・ダイジ、エス 卜編 ：美術手帳・増刊号・アメリカの美術館，美術出版社，1980
7) H. W ジャ ンソン箸 （木村重信 ・辻成史訳）美術の歴史，創元社，1980( H. W. Janson, A 
Basic History of Art, Harry N. Abrams, Inc New York, 1971 ) 
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1986 
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